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本学は学校教育法（昭和22年法律第26号）に基き、

仏教精神により人格識見高邁にして、

活動力ある人物の養成を目的とし、

世界文化の向上、

人類福祉の増進に貢献することを使命とする。

 佛教大学は、学則第1条に示すとおり仏教精神を建学の理念と

し、大学の責務である「人材養成」を中心として、それに関わ

る「教育」「研究」「社会貢献」の三領域において、仏教精神に

基づく多様な活動を時代に即して行いながら、世界文化の向上

と人類福祉の増進に貢献することを使命として、これを達成す

るためにふさわしい教育研究組織を設置しています。

大学の使命（ミッション）

（佛教大学学則第１条）

 Ⅰ　大学の使命（ミッション）
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Ⅱ　建学の理念 

本学が建学の理念としている仏教精神とは、仏教を開いたゴータマ・ブッダ（釈尊）と浄

土宗を開いた法然上人とに共通する生き方と考え方を指します。

釈尊は「私とは何か」「私はどう生きるか」そして「私は自分自身に何を期待できるのか」

つまり私の生きる道＝人の生きる道を求めて修行し、その道を成就して、われわれに人と

して歩むべき道を説き示したのです。

 一方、法然上人は、末法とも呼ばれた混乱の続く不安定な時代にあって、生きることに苦
しみ、天災地変や戦乱の苦しみに喘ぐ人々の中で、大乗仏教に私の生きる道＝人の生きる

道を求め、自己の愚かさを自覚し、念仏の道を体得し、すべての人が等しく導かれる道を

説いたのです。

ブッダによってはじめられ、法然上人によって受け継がれた生き様と考え方こそ、「転識

得智」なのです。それは現実の生き方の中で、常に己自身のあり方をしっかりと見つめな

がら、学んできた知識を人生のさまざまな場において何を為すべきか判断する力、実行し

てゆく力、すなわち生きる力へと転換してゆける智慧を得ることなのです。

この二人に共通する生き方こそが仏教精神に他なりません。この精神にのっとり、自らも

生かされている社会において、他に幸せを分かち与え、他の苦をぬぐい去る慈悲のこころ

をもって、自らが生きていることを活かせてゆける人材の養成を目指します。
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世界的な規模で社会が激しく変化し、これまでに経験したこともない状況や新しい課題が

次々と生まれてくる今日、佛教大学が将来にわたって持続可能な大学であるためには、直

面している諸問題に正しく向き合うとともに、本学の未来の姿を確実に描きだし、そこに

向かって着実に歩み続ける必要があります。

Society 5.0(超スマート社会)と位置づけられるこれからの社会の姿は未だ明確な像を結ん

ではおらず、「VUCA(不安定・不確実・複雑・曖昧)」と呼ばれる予測不能な時代の到来の

中では、目指すべき　10年後の姿をイメージすることは容易ではありません。だからこ

そ、私たちは本学にとっての不確実な未来を、確実な将来とするために、2032年のゴール

を「いま」あらためて提示します。

AI、ビッグデータ、IoT、ロボティックス等といった今後の社会の根幹を形づくるツール

やテクノロジーを活用し、DXが一層進んでいく社会の変化に即応するとともに、世界情

勢の不安定化、新たなパンデミックの出現、気候環境の変化に伴う自然災害の増加、人口

動態の推移にともなう社会構造の変容などを踏まえ、高等教育機関として建学の理念に基

づく教育・研究・社会貢献活動を不断に継続し、地域や社会の要請に応えながら、大学の

責務をしっかりと果たしていかなければなりません。

本学がこれまでに蓄積してきた人のつながりやリソースを活用して、さまざまな学びの機

会を創出し、より多くの人々に向けて提供していくことで、人生100 年時代の社会的なニ

ーズにも応えていく必要があります。そのために、私たちは以下を 2032 年に到達すべき

ゴールと定め、そこに向かって全力で取り組んでまいります。

― ２０３２年の佛教大学 ―  Ⅲ　将来ビジョン　 
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【 １ 】

仏教精神を持って

歩み続ける

人材の育成

【 ２ 】

社会の変容に

適応した

多様な教育の推進

【 ３ 】

人生100年時代に
相応しい

学びの場の提供

【 ４ 】

多様な研究分野の

連携・融合の促進

【 ５ 】

連携を基盤とした

地域社会への

更なる貢献

【 ６ 】

社会に必要と

されるグローカル

人材の育成

【 ７ 】

ダイバーシティ＆

インクルージョン

の展開

【 ８ 】

不断の改革実行と

持続可能な

大学基盤の確立

2032年
佛教大学の
あるべき姿

― ２０３２年の佛教大学 ―  Ⅲ　将来ビジョン　 
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学修者が自らの可能性を最大限に発揮するために、主体的に学ぶ姿勢を 確実に身につ

け、周囲や環境の変化に柔軟に対応し、課題や困難から目をそむけず、仏教精神を携え

ながら、現実に向き合って歩むことのできる人材を育成している。

１．仏教精神を持って歩み続ける人材の育成

デジタル社会から超スマート社会への変容に対応できるスキルを身につけるための教育課

程を編成し、さまざまな人々との関わりの中で成長を促す場を設けながら、その中で学修

者が個々の能力を超える学びの成果を獲得できる教育内容と教育方法を、不断の改革のも

とで提供している。

２．社会の変容に適応した多様な教育の推進

デジタル社会の到来や進展への対応など、急激な社会の変容の中で求められるさまざまな

力やスキルを身につけるために、あるいはリカレント・リスキリングといった形で再び学

ぶために、そして人生100年時代に相応しい新たな学びに取り組むことを可能とする教育課

程や教育機会を提供し続けている。

３．人生100年時代に相応しい学びの場の提供

社会が劇的に変化していくなかにあって、本学の使命と歴史を踏まえながら、 不断に継続

していくべき基礎的な研究を着実に蓄積するとともに、新たな社会的ニーズに対応するた

めに、本学が有する研究領域や研究成果を学際融合的に積極活用した、応用的な研究を推

進している。

４．多様な研究分野の連携・融合の促進

　2032年　佛教大学のあるべき姿

― ２０３２年の佛教大学 ―  Ⅲ　将来ビジョン　 

【 １ 】

仏教精神を持って

歩み続ける

人材の育成

【 ２ 】

社会の変容に

適応した

多様な教育の推進

【 ３ 】

人生100年時代に
相応しい

学びの場の提供

【 ４ 】

多様な研究分野の

連携・融合の促進

【 ５ 】

連携を基盤とした

地域社会への

更なる貢献

【 ６ 】

社会に必要と

されるグローカル

人材の育成

【 ７ 】

ダイバーシティ＆

インクルージョン

の展開

2032年
佛教大学の
あるべき姿

【 ８ 】

不断の改革実行と

持続可能な

大学基盤の確立
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SDGsに代表される、将来に向けて社会全体が目指していく方向性を踏まえ、本学が果たす

べき役割を明確に焦点化し、地域社会や産業界・自治体との緊密な連携協力関係を確立

し、それらに基づいて地域社会へ貢献するための取組を着実に進めている。

５．連携を基盤とした地域社会への更なる貢献

常にグローバルな視点をもって学び、考えながら、これからの持続可能な地域社会におい

て必要とされる様々な役割を担い、他国の人々とも協働・共生することができる人材を送

り出している。

６．社会に必要とされるグローカル人材の育成

異なる国籍、人種、民族、文化、風習、性的指向等の融合が進み、さらに複雑化していく

社会の中で、違った価値観を有する人々の存在を 多様性（ ダイバーシティ）として理解

し、さまざまな考えや意見を尊重して受け容れながら（インクルージョン）、他者に対する

思いやりの心を持ち、人と人との橋渡しとなることができる人材育成を目指した活動を展

開している。

７．ダイバーシティ＆インクルージョンの展開

時代の要請に応じた持続可能な大学 組織を構築するための不断の改革の実行、それを具体

的に展開することを可能とするキャンパス整備 、本学を取り巻くステークホルダーとの連

携関係、ならびにビジョンの実現に向けた教職協働の体制を強化するとともに、2032年以

降の将来に向けても持続可能となる財政基盤を確立している。

８．不断の改革実行と持続可能な大学基盤の確立

― ２０３２年の佛教大学 ―  Ⅲ　将来ビジョン　 

【 １ 】

仏教精神を持って

歩み続ける

人材の育成

【 ２ 】

社会の変容に

適応した

多様な教育の推進

【 ３ 】

人生100年時代に
相応しい

学びの場の提供

【 ４ 】

多様な研究分野の

連携・融合の促進

【 ５ 】

連携を基盤とした

地域社会への

更なる貢献

【 ６ 】

社会に必要と
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人材の育成

【 ７ 】

ダイバーシティ＆

インクルージョン

の展開

2032年
佛教大学の
あるべき姿

【 ８ 】

不断の改革実行と

持続可能な

大学基盤の確立
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１

教育

８

組織・経営

３

研究

４

地域連携

２

学生支援

５

生涯学習

６

学生募集

７

グローバル

改革の

基本方針

仏教精神に基づいて、国籍・年齢・性別・価値観などに左右されない、 すべての人に開か

れた教育機会を実現することで、多様でwell-beingな社会を実現する。

そのために、紫野・二条のキャンパスゾーニングに基づいた特色ある教育研究を推進しつ

つ、デジタル革新・ＤＸによる社会変化に即応しながら、内部質保証による不断の改革実行

によって教育研究・学内業務を変革し続けることで、大学としての責務を果たし続ける。

改革の基本方針

改革の８つの枠組み

Ⅳ　ビジョンの実現に向けた中期計画
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　８つの改革の枠組みと目標

１．教育

 学修者本位の教育体制を整え、質保証と教育改革

で社会に貢献する人材を育成する

４．地域連携

 地域社会や産業界・自治体との連携を拡充し、

支援体制を整備する

３．研究

特色ある研究を支える研究支援を強化し、社会に価値ある

成果を創出する

２．学生支援

 学生が自立して学び・成長できる、

体系的な支援の充実を目指す

５．生涯学習

 多様な学びのニーズに応える学修機会を整備し、

新たな学びの機会を創出する

６．学生募集

 受験市場の精密なデータ分析に基づく募集広報を推進し、戦略的な

改組による安定的な入学定員の確保を目指す

７．グローバル

 多文化共生に基づく国際教育・研究交流を推進し、世界

と地域をつなぐ人材育成を目指す

８．組織・経営

 DX、人材育成、ガバナンス、財政基盤の強化を通じて、

教育・研究を支える持続可能な大学運営体制を構築する

1

改革の

基本方針

2

3

4

5

6

7

8

 
  Ⅳ　ビジョンの実現に向けた中期計画
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№ 取組内容 取組内容の解説 2029年度に目指す状態

①

教学マネジメントに基づ

いた教学体制の整備とア

セスメントに基づく質保

証サイクルの確立

（1）人材養成の目的と、3つのポリシー（3P）を整合的
に位置づけ、教育課程全体を体系的に整備する。　

（2） 各学部・研究科においてカリキュラムマネジメント
体制を整え、教育課程の点検・改善を継続的に実施できる

組織的仕組みを構築する。　

（3）学修成果測定のためのアセスメント基準を整備し、
教育効果の可視化を促進する。　

（4）アセスメント結果をもとにした教育改善を行う質保
証サイクル（PDCA）を確立し、エビデンスに基づいた教
学改善の運用を進める。　

（5）通信教育課程において3つのポリシーを明確化し、通
学課程と連動した質保証体制を整える。

学部・学科および研究科ごとに定め

る人材養成の目的に基づき、ディプ

ロマ・ポリシーの到達に必要な、点

検評価サイクルが確立している。あ

わせて、アセスメントプランが一連

のサイクルとして機能している。

②
「仏教で考える」科目の

充実による、建学の理念

と学部教育の接続の強化

1年生必修科目である「ブッダと法然」を学部教員とオム
ニバスにすることにより、建学の理念と学部教育の関連性

を明確にし、学生の学習計画等に活用する。

全学共通や、生涯学習のコンテンツ

として、「仏教で考える」科目を提

供し、建学の理念と学部教育が接続

している。

➂
「社会で生きるための力」

を身につけるためのキャ

リア教育の充実

  

初年次〜卒業までのキャリア形成プロセスに沿った科目群

を整備し、

「社会で生きるための力」（自己理解、課題発見、コミュ

ニケーション、協働、リーダーシップ等）を段階的に育成

する。

学修成果（GPA・履修状況）とキャリアデータを連携さ
せ、学修計画とキャリア計画が連動した教育体系を構築す

る。

佛教大学の社会人基礎力として必要

なキャリアの力を形成するために必

要なキャリア教育科目が、共通教育

及び専門教育で整備されている。

④
超スマート社会で必要な

ICTスキルが身につく教育
課程の編成

「ICTリテラシー」「データサイエンス基礎」「データサイ
エンス実践」など、超スマート社会に必要なスキルを育成

する科目群を体系化し、学部間・クラス間の学修格差が生

じないようGPA等の分析による水準の平準化を図る。AI活
用教育の強化や、演習型科目の導入も推進する。

「ICTリテラシー」「データサイエン
スの基礎を学ぶ」「データサイエン

スの基礎を実践する」のクラス間

GPA等の平準化が進んでいる。

⑤
中長期の改組計画に基づ

いた、教育組織・教育課

程の再編と教育課程編成

の推進

社会・地域の変化を踏まえた教育組織と教育課程の編成を

進め、2029年度に予定する改組の実現に向け、中長期の改
組計画を検討・立案し、改組内容に応じた届出・申請等の

関係省庁への手続きを適切に行う。

計画通りに学部学科が開設されてい

る。

⑥
デジタル教材やVR機器の
積極的な導入による、専

門教育の教育効果の向上

デジタル教材の活用により、学生が場所や時間を問わず反

復学習できる環境を整備し、教育効果の向上を図るととも

に、専門性の高い分野において、教育DXを推進する。特
に、看護学部・保健医療技術学部・社会福祉学部など、実

践的学習が不可欠な領域において、高度な専門技能の理解

と習得を可能にする。

2029年度の実現に向けた学部、研
究科等との検討により、対象科目を

確定させ、実動を目指す。

⑦
通学・通信が連動した大

学院教育組織と教育課程

の再編

通学過程・通信教育課程を通じた学士課程と修士課程の円

滑な接続により、大学院教育組織と教育課程の見直しを図

り、併せて学部3年次から修士課程へと継続する5年一貫教
育モデルの構築を検討する。その際、通学・通信併設のメ

リットを生かした教育課程の設計に留意する。

通学課程・通信教育課程を通じた大

学院教育組織が円滑に運用され、新

たな教育課程の検討が進んでいる。

１．教育

　改革の各枠組みの内容

 
  Ⅳ　ビジョンの実現に向けた中期計画
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№ 取組内容 取組内容の解説 2029年度に目指す状態

➀
学生のニーズの的確な把

握と、必要な支援につな

ぐ体制の整備

通学・通信を問わず、学生の相談・学修・生活面の状況の

丁寧な把握と、学習状況、LMSデータ、学習データやアン
ケートなどの客観的なデータ等を活用することにより的確

な課題認識と適切な支援体制を整える。とりわけ通信教育

課程については、学習方法の特殊性に由来する困難さを把

握できる仕組みと支援サービスを整備し、継続的に学べる

環境を確保する。

学生の多様なニーズを的確に把握

し、適切な支援を実施している。

②
支援の様々な場面におい

て、学生のニーズ、支援

結果に関するデータを収

集・活用する体制の構築

学習データ、相談記録、支援利用状況など、学生支援に関

わる各種データを体系的に収集・蓄積し、支援改善に活用

する基盤を整える。通信教育課程については、LMSアクセ
スやレポート提出状況などの学修ログを分析し、遠隔学修

に特有の課題を早期に把握して適切な支援につなぐ体制を

構築する。

支援の様々な場面における学生のニ

ーズ、支援結果に関するデータ（定

量的）を収集し、活用している。

➂

学生自らが支援に関する

諸データを参照し、適切

なアドバイスをうけなが

ら自らの学習計画を立案

できるような学習支援の

充実

学生一人ひとりが自身の学修状況（成績、履修状況、到達

度、学習ログなど）を確認し、学習支援担当者・教員から

のアドバイスを踏まえて、自ら学習計画を立案できる環境

を整える。

学修ポートフォリオやLMSなどの学習進捗可視化機能の充
実を図ることにより、学生自らが自律的に学修状況を振り

返り、継続的に学習改善を行えるような支援体制を構築す

る。

学生自身が自らの学修成果を確認

し、自らの学習計画を立案できる体

制が整備されている。

➃

学生自らがキャリアに関

する諸データを参照し、

適切なアドバイスをうけ

ながら自らのキャリアプ

ランを立案できるような

支援の充実

進路希望調査、就職活動データ、卒業生データ、企業から

聴取した意見、キャリア形成状況等のデータを活用し、学

生自らがキャリア形成に必要な情報を適宜参照できる仕組

みを整える。

進路支援部・教職員によるオンライン／対面の相談体制を

強化し、キャリアプランが学修計画と連動するよう、個別

のアドバイスを提供する。これにより、自らの将来像を描

き、その実現に向けて計画的に学びを設計できる学生を育

成する。

キャリアプランを考慮した学修計画

を策定できる体制が整備されてい

る。

２．学生支援

　改革の各枠組みの内容
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№ 取組内容 取組内容の解説 2029年度に目指す状態

➀

研究支援体制の強化に

より、学術的に高度

で、社会に貢献できる

自由で多様な研究成果

の創出

自由で創造的な発想に基づき、多様な研究を展開できるよ

う、研究計画立案支援、外部資金獲得支援、研究倫理支

援、研究推進のための事務的サポートなど、総合的な研究

支援体制を整える。

これにより、研究者が研究活動に邁進できる環境を整備す

るとともに、学術的に高度で社会に貢献する研究成果を継

続的に創出できる基盤の構築を目指す。

充実した研究成果を継続して生み出

すことができる支援体制が整備され

ている。

②
大学内外に広く連携

し、学術的に有意な研

究成果が生み出される

適切な支援の充実

学部間・研究センター間の学内協働を促進するとともに、

自治体・企業・研究機関・大学等との外部連携を強化する

ことで、学際的・融合的研究を推進する。また、共同研究

の企画支援、産学官連携のマッチング、共同研究契約や知

的財産管理の支援など、研究推進に必要なサポートを一体

的に提供する体制を整える。

これにより、学術的に高い価値を有する研究が活発化し、

社会に還元できる知の創出を促す研究環境の実現を目指

す。

学術的に高い価値を有する学際的な

研究が進められている。

４．地域連携

№ 取組内容 取組内容の解説 2029年度に目指す状態

➀
産官学公連携を推進す

るための支援体制の整

備

地域社会、産業界、自治体、NPO等との連携を効果的に推
進するため、産官学公連携を担う支援組織の機能強化を図

る。教員・職員・地域パートナーが円滑に連携できる相談

窓口や調整機能を整備し、連携事業の企画・運営・成果管

理を一体的にサポートする体制を構築する。

産官学公連携の推進と支援体制の充

実によって、産官学公連携の数・質

ともに向上している。

②
大学の資源（教育研究

活動や成果、人材等）

を活用した地域連携の

推進

大学が有する教育研究資源（研究成果、専門人材、学生の

活動、地域志向教育など）を可視化し、地域社会の課題解

決につながる協働プロジェクトの創出を推進する。学部横

断の連携や教員の専門領域を活かした共同研究・地域

PBL・公開講座など、多様な形で地域へ知を還元する取り
組みを展開する。

大学の資源を活用した地域連携事業

が複数立ち上がり、大学と地域の関

係が認知されている。

➂
二条キャンパスの地域

連携活動における中核

化と、学部・研究科に

よる活動の推進

二条キャンパスを地域連携の拠点として位置づけ、社会福

祉学部・保健医療技術学部・看護学部の専門性を生かした

地域協働活動を展開する。地域住民の健康づくり、医療福

祉支援、地域包括ケアに関する教育研究活動を推進し、地

域に開かれた相談・学習・交流の場として機能を強化さ

れ、二条キャンパスが地域連携の中心拠点として確立して

いる。

二条キャンパスを中心とした地域連

携活動を展開している。

３．研究
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№ 取組内容 取組内容の解説 2029年度に目指す状態

➀
社会のニーズに即した通

信教育課程・科目履修制

度および教育プログラム

の構築

社会人、地域住民、学び直し層など、多様な学修者のニー

ズを踏まえ、

教育課程や科目履修制度の柔軟化を進めるとともに、リス

キリング・リカレント・リメディアルなど目的別に学べる

教育プログラムを構築する。

これにより、通学・通信双方を活用しつつ、多様な学修経

路を選択できる体制を整備し、新たな学びの機会を継続的

に創出する。

社会のニーズに即した通信教育課程

の整備が進んでいる。

②
通信教育課程における

「教学マネジメント」体

制の構築と、通学課程と

整合した運用

「大学通信教育設置基準」などの法令に基づき、通信教育

課程における「教学マネジメント体制」の構築を目指す。

その際通学課程と関連づいた教育体制、教育課程を整備す

ることにより、併設課程としての要件を満たす。また、通

信教育課程の特色を活かした教材開発やオンライン学習支

援を強化し、社会人の学び直し需要に応える質の高い教育

機会を提供することで、本学の建学の精神を体現する教育

を実現する。

通信教育課程における教育課程に対

する点検・評価体制が構築されてい

る。

➂ 新たな展開を見据えた

O.L.C.の再定義

O.L.C.の講座と教育資源の連携、目的別・レベル別に学べ
る新たな講座体系の検討。

オンライン講座、短期集中講座、科目履修等との接続な

ど、多様な受講形態に対応し、生涯学習から専門学修への

ステップアップやリスキリングへの接続を強化すること

で、学修者が継続的に学べる仕組みを検討する。

生涯学習・リメディアル・リスキリ

ングなど、多様な目的に応じた学習

機会の提供が進んでいる。

５．生涯学習
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№ 取組内容 取組内容の解説 2029年度に目指す状態

➀ 受験市場分析に基づく学部・学科の

改組および教育内容再編の推進

改組は「市場分析 → 教育改革 → 志願者
増・ミスマッチ軽減 → 定員確保」という
流れで、テーマの核となる施策である。

精密なデータ分析なくして改組の方向性は

決定できず、大学の教育内容を“世代・地
域人口構造・志望傾向”に適合させること
で定員確保の中長期的安定化に直接貢献す

る。

新増設・再編成が高校・受験生に認

知され、学部の魅力が外部に定着

し、志願者数・入学者の質（学力・

志望度）が安定的に上昇している。

②
科学的データの収集・分析に基づく

募集広報戦略の立案と全学的な実行

体制の強化

募集広報は、テーマの中核である「精密な

データ分析」の直接的な活用先。

データを根拠として広報施策を最適化する

ことで、発信先、メッセージの取捨選択、

広報チャンネルの効率化を明確にし、入学

定員確保の確度を高める最も即効的な施策

となる。

全学的な募集広報体制が機能し、学

部・部署横断での広報協力が定着し

ている。

➂
2029年改革に連動した入試戦略の体
系的整備と持続可能な募集構造の確

立

2029年度改革において学生募集構造の
再設計を検討する。・評価方法の妥当

性・選抜方式の多様化・教育内容との

整合を整えることで、安定的な定員確

保の基盤をつくる。

2029年度改革を踏まえ、各種入試種
別間のバランスを考慮し、定員を充

足できる入試構造が構築されてい

る。

➃ 探究学習・高大接続プログラムの充

実による高等学校との関係強化

高校との接点拡大は、募集広報の“土台”と
なる関係資本の形成にほかならない。受験

市場の変化は「高校現場の学びの変化」が

反映されるため、高大接続プログラムの充

実は　データ分析→広報戦略→改組効果の
浸透を強力に支える。

高校との相互交流・協力を推進し、

連携事業が深化している。

６．学生募集
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№ 取組内容 取組内容の解説 2029年度に目指す状態

➀ 多文化共生の視点に立った留学生受

入れ・支援体制の整備

本学の建学の精神に基づき、留学生が安心

して学び、生活できる受入れ・支援体制を

整備する。生活支援、学修支援、日本語教

育、相談体制を含む包括的なサポート環境

を構築するとともに、留学生と日本人学生

が自然に交流し、多文化共生を体験できる

環境づくりを推進する。これにより、留学

生受入れの質を高め、国際性と多様性の高

い教育環境を形成する。

日本人学生と共生できる留学生受入

れ体制が整備され、支援体制が整備

されている。

②
留学生・日本人学生が協働し学び合

う国際教育プログラム（受入れ・送

り出し・共修）の拡充

留学生の受入れ、学生の海外派遣、

COIL※1等の共修プログラムを一体的に整
備し、学生が多様な国際経験を自ら選択で

きる国際教育体系を構築する。短期研修、

交換留学、オンライン協働学習、国際PBL
等を拡充し、日本人学生・留学生双方が協

働し学び合う機会を増やすことで、多文化

理解力、国際協働力、地域社会にも応用可

能なグローカルな視点を育成する。

※１「Collaborative Online International
Learning（国際オンライン協働学習）」の
略で、情報通信技術（ICT）を活用して海
外の大学の学生とオンラインで共同学習を

行う科目。

短期研修・海外ボランティア・交換

留学が体系化され、海外派遣学生数

（送り出し数）が増加している。

教育課程の一部でCOIL※1が実装さ
れ、国際共修プログラムが開始して

いる。

➂ 国際教育・研究交流を支えるICT・オ
ンライン国際交流基盤の整備

国際教育および研究交流を支えるため、オ

ンライン授業、COIL環境、海外大学との
共同研究ツールなど、国際的な学修・研究

活動に対応したICT基盤を整備する。国際
交流センターとICT部門の連携を強化し、
国境を越えた教育・研究交流が円滑に行え

るデジタル基盤を構築することで、国際化

の推進力となる教育DX・研究DXを実現す
る。

国際教育に対応したICT基盤（オンラ
イン授業、COIL環境、共同研究ツー
ル）の整備により、海外大学とのオ

ンライン交流が日常化、教員の国際

研究ネットワークが拡大している。

➃
グローカル人材育成に向けた国際教

育コンテンツ（国際教養・COIL・短
期研修等）の整備と発展

多文化理解、平和、宗教間対話、国際倫理

などの国際教養科目を体系化し、全学生が

国際的視野を養う基礎教育を充実させる。

また、学部横断で参加できるCOIL科目や
海外短期研修、地域課題を国際的視点で捉

えるグローカル型PBL等の教育コンテンツ
を整備し、本学ならではの国際教育プログ

ラムとして発展させる。これらの取り組み

により、地域と世界をつなぐ人材育成を推

進する。

宗教系大学の特色を活かした国際教

育（仏教文化、アジア研究、宗教間

対話等）が検討・整備されている。

７．グローバル
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№ 取組内容 取組内容の解説 2029年度に目指す状態

➀ ICT戦略の策定と教育DX・業務DXの
推進

大学の教育・業務改革を支えるICT戦略を
策定し、LMS、学修データ分析基盤、業務
システムを統合的に整備する。

教育DX（授業改善、ハイブリッド授業、学
修ポートフォリオ）、業務DX（事務手続き
オンライン化、データ共有）を段階的に推

進し、2029年度に全学実装を目指す。
→ 2029年度目標：ICT戦略明確化、教育
DX・業務DX進展 に対応

大学の教育・業務改革を支えるICT戦
略を明確化し、教育DX・業務DXが進
んでいる。

② キャンパス機能分担の具体化と教育・

研究環境の整備

二条・紫野のキャンパスゾーニングに基づ

く機能分担方針を明確化し、学部の教育・

研究活動に必要な設備・空間整備を計画的

に進める。

キャンパス間の連携を強化し、学生・教職

員が学びやすく働きやすい環境の構築を進

める。

2キャンパスの機能分担と整備方針が
具体化し、各学部の教育・研究環境

の整備が進んでいる。

➂ 教育・研究成果の発信力強化とブラン

ド向上

教育・研究成果、学生の活動、地域連携事

例を積極的に発信し、大学の魅力をステー

クホルダーへ広く伝える。

同窓会との協働を通して、大学の取り組み

やビジョンの浸透を図り、帰属意識を高め

るブランド強化戦略を推進する。

教育・研究活動の成果の発信、ビジ

ョンと取組みが広く伝わり、教職員

や同窓生の帰属意識が高まってい

る。

➃ 人材育成と研修（FD・SD）の体系化

教職員の能力開発を重視し、大学運営に必

要な資質・能力向上を目的としたFD・SD
研修計画を体系化する。

全教職員が定期的に研修に参加する仕組み

を作り、教育・事務の質向上を図る。

FD・SD研修制度を推進し、教職員が
定期的に研修へ参加することで、大

学運営に必要な資質・能力の向上を

図っている。

➄ 人事制度改革とガバナンス強化

本学が求める教職員像に基づき、人事評価

制度、人事計画、ガバナンス、危機管理体

制の設計を進める。

業務監査や外部評価を定期的に実施し、組

織の信頼性と統治力の向上を図る。

本学が求める教職員像に基づいた人

事評価制度の検討が進み、業務監

査・外部評価が進むことで組織ガバ

ナンスが強化され、組織の信頼性と

統治力が強化されている。 

⑥ 財源多様化の促進

経常費補助金や各種助成金の獲得を強化

し、寄付金拡大戦略を展開する。

新たな収益事業の立ち上げを推進し、授業

料以外の財源比率を拡大する。

経常費補助金等の拡大、寄付金の拡

大、新たな収益事業の開始により、

授業料収入以外の財源が拡大してい

る。

⑦ ビジョンと結びついた財政計画の策定

と実行

ビジョン2032に基づいた優先順位を財政計
画に反映させ、中長期的な予算管理を実施

する。

戦略的な予算配分と適切な執行により、持

続可能な大学運営を実現する。

ビジョン実現戦略における優先順位

と財政計画が結びつき、予算執行が

できている。

８．組織・経営
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　改革の各枠組みの内容



教学マネジメントに基づいた教学体制の整備とアセスメントに基づく質保証サイクルの確立

「仏教で考える」科目の充実による、建学の理念と学部教育の接続の強化

「社会で生きるための力」を身につけるためのキャリア教育の充実

超スマート社会で必要な I C Tスキルが身につく教育課程の編成

中長期の改組計画に基づいた、教育組織・教育課程の再編と教育課程編成の推進

デジタル教材やV R機器の積極的な導入を図り、専門教育の教育効果の向上

通学・通信が連動した大学院教育組織と教育課程の再編

学生のニーズの的確な把握と、必要な支援につなぐ体制の整備

支援の様々な場面において、学生のニーズ、支援結果に関するデータを収集・活用する体制の構築

学生自らが支援に関する諸データを参照し、適切なアドバイスをうけながら自らの学習計画を立案

できるような学習支援の充実

学生自らがキャリアに関する諸データを参照し、適切なアドバイスをうけながら自らのキャリアプ

ランを立案できるような支援の充実

研究支援体制の強化により、学術的に高度で、社会に貢献できる自由で多様な研究成果の創出

大学内外に広く連携し、学術的に有意な研究成果が生み出される適切な支援の充実

産官学公連携を推進するための支援体制の整備

大学の資源（教育研究活動や成果、人材等）を活用した地域連携の推進

二条キャンパスの地域連携活動における中核化と、学部・研究科による活動の推進

社会のニーズに即した通信教育課程・科目履修制度および教育プログラムの構築

通信教育課程における「教学マネジメント」体制の構築と、通学課程と整合した運用

新たな展開を見据えたO . L . C .の再定義

受験市場分析に基づく学部・学科の改組および教育内容再編の推進

科学的データの収集・分析に基づく募集広報戦略の立案と全学的な実行体制の強化

2 0 2 9年改革に連動した入試戦略の体系的整備と持続可能な募集構造の確立

探究学習・高大接続プログラムの充実による高等学校との関係強化

多文化共生の視点に立った留学生受入れ・支援体制の整備

留学生・日本人学生が協働し学び合う国際教育プログラム（受入れ・送り出し・共修）の拡充

国際教育・研究交流を支える I C T・オンライン国際交流基盤の整備

グローカル人材育成に向けた国際教育コンテンツ（国際教養・C O I L・短期研修等）の整備と発展

I C T戦略の策定と教育D X・業務D Xの推進

キャンパス機能分担の具体化と教育・研究環境の整備

教育・研究成果の発信力強化とブランド向上

人材育成と研修（F D・S D）の体系化

人事制度改革とガバナンス強化

財源多様化の促進

ビジョンと結びついた財政計画の策定と実行

　34の取り組み内容
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1 -①
1-②
1-③
1-④
1-⑤
1-⑥
1-⑦
2-➀
2-②
2-➂

2-➃

3-➀
3-②
4-➀
4-②
4-➂
5-➀
5-②
5-➂
6-➀
6-②
6-➂
6-➃
7-➀
7-②
7-➂
7-➃
8-➀
8-②
8-➂
8-➃
8-➄
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8-⑦
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